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Ⅰ　

は
じ
め
に

広
島
文
教
女
子
大
学
（
以
下
、
本
学
）
で
は
、
平
成
一
九
年
度
よ

り
入
学
直
後
の
時
期
に
学
生
に
よ
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
に
と
っ

て
は
、
ど
の
授
業
を
履
修
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
先
生
の
役
割
は
何

か
、
行
き
た
い
教
室
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
入

生
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
新
入
生
全

員
が
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
と
き
に
、
本
学
で
は
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

各
学
年
学
科
の
学
生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
に
尋
ね
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
も
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
細
や
か
な
対
応
を
常
に

心
掛
け
て
は
い
ま
す
が
、
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
入
学
直
後
に
大
学

教
員
に
尋
ね
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
た
り
、
ま
た
新
年
度
早
々
の
混

雑
す
る
事
務
室
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
り
す
る
学
生

も
居
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
入
生
に
と
っ
て
は
年
齢
的
に
極
め
て
近
く
、
ま
た
自

分
が
必
要
と
す
る
情
報
を
持
っ
て
い
る
存
在
と
し
て
「
先
輩
」
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
先
輩
た
ち
が
、
新
入
生
の
疑
問
や
不

安
に
答
え
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
高
校
生
活
か
ら
大

学
生
活
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な

思
い
か
ら
学
生
に
よ
る
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
、「
不
安
を
抱
え
る
新
入

初
年
次
導
入
時
期
に
お
け
る

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題

橋
村　
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明

（
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学
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生
に
対
す
る
在
校
生
（
ピ
ア
＝
仲
間
）
に
よ
る
支
え
（
サ
ポ
ー

ト
）」、
す
な
わ
ち
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

Ⅱ　

本
学
に
於
け
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
概
要

　

ⅰ　

目
的

入
学
直
後
の
新
入
生
を
対
象
に
、
先
輩
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

①�

新
入
生
が
早
く
大
学
に
慣
れ
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
。

②�

学
生
同
士
の
仲
間
・
関
係
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③�

問
題
を
抱
え
る
新
入
生
を
早
期
に
見
出
し
、
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
に
よ
り
、
休
退
学
・
不
登
校
の
予
防
に
つ
な
が
る
。

④�

在
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
は
上
級
生
と
し
て
の
自
覚
や
人
の
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
入
学
直
後
の
時
期
は
人
間
関
係
が
極
め
て
希
薄
に
な
り
が

ち
な
時
期
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

⒜
地
方
出
身
の
学
生
を
応
援
す
る
同
郷
者
の
集
い

⒝
先
輩
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
作
り

⒞
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
縦
割
り
効
果

⒟
学
科
間
の
交
流

⒠
教
職
員
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
効
果
も
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
本
学
は
近
隣
の
大
学
と
比
較
し
て
他
県
出
身
者
の
割

合
が
多
く
、
同
郷
で
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
人
間
関
係
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
大
学
生
活

が
有
意
義
で
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、
将
来
的
に
は
卒
業
後
の
人
間

関
係
を
形
成
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
繋
が
っ
て
行
け
ば
、
例
え
ば

就
職
活
動
の
支
援
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
で
人
と
人
と
の
出
会
い
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
、
学
生
相
互
の
教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、
助
け
あ
う

力
を
高
め
る
人
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
副
次
的
な
効
果
ま
で
生
み

出
せ
れ
ば
、
こ
の
取
り
組
み
の
価
値
は
更
に
高
ま
っ
て
行
く
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

ⅱ　

実
施
方
法
に
つ
い
て

本
学
で
は
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
入
学
直
後
の
時
期
に
設
定
し
、
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
相
談
窓
口
を
設

置
す
る
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
概
略
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
新
入
生

（
編
入
生
）
の
適
応
援
助
を
め
ざ
し
、
学
科
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
選
出
し
ま
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す
。
選
出
に
際
し
て
は
、
各
学
年
か
ら
の
選
出
が
望
ま
し
い
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

学
科
の
教
員
及
び
学
生
生
活
支
援
委
員
会
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
実
施
方
法
・
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

一
．
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

毎
年
一
月
初
旬
頃
に
、
各
学
科
の
学
生
生
活
支
援
委
員
が
募
集
を

行
う
。
ま
た
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
学
友
会
（
本
学
学
生
自
治
会
）
の

学
生
か
ら
も
募
集
す
る
。

二
．
事
前
研
修
会

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
す
る
学
生
に
対
し
て
、「
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
」
を
実
施
す
る
。
実
施
日
は
例
年
一
月
末
と
し

て
い
る
。
研
修
内
容
と
実
施
担
当
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
の
ね
ら
い
と
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
」�

�

学
生
生
活
支
援
委
員
会

○
「
学
生
相
談
に
関
わ
る
相
談
へ
の
対
処
と
留
意
点
」

�
�

学
生
相
談
室

○
「
履
修
に
関
わ
る
相
談
へ
の
対
処
と
留
意
点
」

�
�

教
務
委
員
会

○
質
問
の
時
間

※
研
修
会
で
は
、
上
記
講
習
の
他
、
相
談
窓
口
が
そ
れ
と
新
入
生

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
を
出
せ
る

よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
が
な
さ
れ
る
。

三
．
事
前
広
報

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
の
実
施
に
つ
い
て
学
内
に
掲
示
す
る

と
と
も
に
、
入
学
式
直
後
の
チ
ュ
ー
タ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
際
に
掲
示

と
同
じ
内
容
の
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
、
新
入
生
に
対
し
て
周
知
を
図

る
。研

修
内
容
は
、
大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
に
と
っ
て
不

安
に
感
じ
る
で
あ
ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
大
き
く
学
生
生
活
全

般
・
人
間
関
係
・
履
修
登
録
関

係
と
な
り
ま
す
。
履
修
登
録
関

係
に
つ
い
て
は
、
相
談
者
と
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
同
じ
学
科

で
あ
っ
て
も
、
学
年
が
異
な
れ

ば
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な
る
、

と
い
う
こ
と
が
生
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
履
修
登
録
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
入

ピア・サポート研修会の様子
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生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
熟
知
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
に
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
心
理
的
に
負
担
を
感
じ
る
と
思
わ
れ
る
内
容
は
、
人
間

関
係
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
研

修
会
で
は
学
生
相
談
室
内
の
心
理
学
科
教
員
が
担
当
し
て
お
り
、

様
々
な
相
談
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
の
研
修
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
研

修
会
は
午
前
及
び
午
後
と
一
日
実
施
さ
れ
、
研
修
会
後
に
は
修
了
証

書
と
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
感
を
持
っ
て
新
入
生
に
接
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ⅲ　

実
施
期
間
に
つ
い
て

実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
初
年
次
導
入
時
期
に
於
け
る
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
と
い
う
観
点
か
ら
、
先
に
入
学
式
直
後
よ
り
実
施
し
て
い
る

と
記
し
ま
し
た
が
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
学
生
の
授
業
時
間

の
関
係
も
あ
り
、
平
成
一
九
年
以
降
の
四
回
で
少
し
ず
つ
よ
り
良
い

実
施
期
間
の
設
定
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
実
施
期

間
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
一
九
年
度　

四
月
五
～
一
六
日
（
一
二
・
一
三
日
を
除
く
）

平
成
二
〇
年
度　

四
月
二
・
四
・
七
・
九
・
一
一
・
一
四
・
一
六
・
一
八
日

平
成
二
一
年
度　

四
月
二
・
六
・
八
・
一
〇
・
一
三
・
一
七
日

平
成
一
九
年
度
の
一
二
・
一
三
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
を
除
く
毎
日
（
但
し
週
末
を
除

く
）
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
二
〇
・
二
一
年
度
は
、
平
成
一
九

年
度
と
比
較
す
る
と
若
干
日
数
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
が
五
月
へ
変
更
さ
れ
た
た
め

で
、
人
間
関
係
を
形
成
す
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト

と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
で
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
実
施
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ピア・サポート窓口の様子
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ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
相
談
窓
口

は
、
上
記
日
程
の
内
、
昼
休
憩
の

時
間
帯
（
本
学
の
場
合
、
一
二
：

二
〇
～
一
三
：
一
〇
）
に
設
定
致

し
ま
し
た
。
場
所
は
、
本
学
食
堂

の
す
ぐ
側
、
人
通
り
の
多
い
場
所

と
し
ま
し
た
。
相
談
窓
口
に
は
、

各
学
科
二
名
程
度
の
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
新
入
生
か
ら

の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
受
け
付

け
た
相
談
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
所

定
の
様
式
を
作
成
し
、
事
後
用
紙

に
記
入
・
報
告
を
し
ま
す
。
ま

た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
学
生

生
活
支
援
委
員
二
名
を
毎
日
配
置

し
、
必
要
に
応
じ
て
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

期
間
中
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー

と
教
職
員
は
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
着
用
し
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
ま

す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
は
学
科
・
所
属
別
に
色
分
け
を
し
、
ど
の
ス

タ
ッ
フ
が
自
分
の
所
属
す
る
学
科
の
教
員
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
で

あ
る
か
を
新
入
生
が
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ⅳ　

こ
れ
ま
で
の
成
果

本
学
で
は
、
先
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
平
成
一
九
年
度
か
ら
の
実

施
で
、
本
年
度
で
四
回
目
と
ま
だ
充
分
な
経
験
と
情
報
の
蓄
積
が
有

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
本
学
の
新
入
生
に
あ
わ
せ
た

最
も
良
い
実
施
方
法
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
い
っ
て
も
良

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
上
段
に
表
１
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
か

ら
昨
年
度
ま
で
の
相
談
人
数
及
び
相
談
件
数
を
掲
げ
ま
す
。

平
成
一
九
年
開
始
年
度
か
ら
徐
々
に
相
談
件
数
が
減
じ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
談
窓
口
の
設
置
形
態
や
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
時
期
、
新
入
生
に
対
す
る
広
報
不
足
、

そ
の
他
複
合
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
の
目
的
に
、
新
入
生
が
大
学
生
活

に
速
や
か
に
馴
染
む
こ
と
の
他
、
人
間
関
係
作
り
を
掲
げ
る
の
で
あ

れ
ば
、
相
談
件
数
が
減
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
問
題
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

設定致しました。場所は、本学食堂のすぐ側、人通りの多い場所としました。相談窓口には、各学科二

名程度のピア・サポーターを配置し、新入生からの相談に対応します。受け付けた相談内容と、それに

対するアドバイスについては、所定の様式を作成し、事後用紙に記入・報告をします。また、アドバイ

ザーとして学生生活支援委員二名を毎日配置し、必要に応じてピア・サポーターを補助することとしま

した。 
期間中、ピア・サポーターと教職員は、ネームプレートを着用しピア・サポートスタッフであること

を表示します。ネームプレートは学科・所属別に色分けをし、どのスタッフが自分の所属する学科の教

員、ピア・サポーターであるかを新入生が判断できるようにしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ピア・サポート窓口の様子】 
 
 ⅳ これまでの成果 
 本学では、先に記しましたように平成一九年度からの実施で、本年度で四回目とまだ充分な経験と情

報の蓄積が有るわけではありません。いわば、本学の新入生にあわせた最も良い実施方法を模索してい

る状況であるといっても良いだろうと思います。以下に表１として、平成一九年度から昨年度までの相

談人数及び相談件数を掲げます。 
 表１ 実施期間及び相談件数 

平成19年度 平成20年度 平成21年度

期間
平成19年4月5日（木）～4
月16日（月）＊4月12日・13日
はオリゼミのため実施しない

平成20年4月2日（水）、4日
（金）、7日（月）、9日(水）、11日
（金）、14日（月）、16日（水）、18
日（金）

平成21年4月2日（水）、6日
（月）、8日（水）、10日(金）、13日
（月）、17日（金）

時間 12:20～13:10 12:20～13:10 12:30～13:00
場所 2号館1階ホールエントランス 2号館1階ホールエントランス 2号館1階ホールエントランス

ブース 5学科・学科別ブース
5学科、学友会
学科別ブース、学友会ブース 5学科・学科別ブース

相談人数 94名 66名 9名
相談件数 70件 43件 9件  

 
平成一九年開始年度から徐々に相談件数が減じていることが窺えます。これは、相談窓口の設置形態

やオリエンテーションセミナーの実施時期、新入生に対する広報不足、その他複合的な要因によるもの

であろうと考えられます。しかしながら、この取り組みの目的に、新入生が大学生活に速やかに馴染む

表１　実施期間及び相談件数
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Ⅲ　

今
年
度
の
実
施
の
概
要
と
結
果

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
相
談
件
数
が
年
々
減
じ
て
い
る
と
い
う
な

か
、
本
年
度
は
主
と
し
て
二
つ
の
改
善
点
を
挙
げ
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
改
善
点
に
よ
っ
て
、
相
談
件
数
の
増
加
を
見
込
み
ま
し
た
。
改

善
点
の
一
つ
目
に
は
相
談
窓
口
の
場
所
、
二
つ
目
に
は
相
談
時
間
の

延
長
で
す
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
相
談
窓
口
の
場
所
に
つ
い
て
で
す
が
、
表
１
に

記
し
て
お
り
ま
す
場
所
は
常
に
多
く
の
学
生
が
行
き
交
う
場
所
で
、

そ
こ
を
相
談
窓
口
と
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
場
所
で

は
気
楽
に
簡
単
な
質
問
で
あ
れ
ば
出
来
ま
す
が
、
人
に
聞
か
れ
る
の

は
ど
う
も
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
聞
き
に
く

い
側
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
従
来
よ
り
も
や
や
目
立

た
な
い
場
所
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

次
に
二
つ
目
の
相
談
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
で
す
が
、
従
来
は
昼

休
憩
の
時
間
帯
の
み
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と
相
談
し
た

い
と
い
う
要
望
も
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
配
慮
か
ら
開
設
時
間
を
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
授
業
の
な
い
時
間
を
調
整
し
、
基
本
的
に
九
〇

分
単
位
で
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
開
設
時
間
は

授
業
開
始
の
九
：
一
〇
か
ら
一
八
：
〇
〇
の
間
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ

ー
の
空
き
時
間
と
し
ま
し
た
。
実
施
期
間
は
、
平
成
二
二
年
四
月
七

日
（
水
）
か
ら
四
月
二
三
日
（
金
）
の
約

三
週
間
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
日
数
は
、

の
べ
一
二
日
間
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
変
更
の
結
果
、
本
年
度

は
二
一
名
の
新
入
生
が
相
談
窓
口
に
訪
れ

ま
し
た
。
そ
の
相
談
内
容
の
分
類
は
下
の

表
２
に
記
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
と
し
て
は
、
や
は
り
履
修
関

係
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
高
校
と

は
異
な
り
、
授
業
を
自
ら
が
組
ん
で
行

く
、
時
間
割
を
作
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と

に
不
慣
れ
な
せ
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
同
様
の
新
入
生
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
相
談
内
容
の
点
で
は
年
度
ご
と

に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

今
年
度
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
に

関
し
て
、
新
入
生
の
目
線
で
評
価
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

表２　相談内容　相談内容の分類（平成 22 年度実施分）

ことの他人間関係作りを掲げるのであれば、相談件数が減じているという事実は問題としなければなり

ません。 
 

Ⅲ 今年度の実施の概要と結果 

 
 ピア・サポートの相談件数が年々減じているというなか、本年度は主として二つの改善点を挙げ実施

しました。その改善点によって、相談件数の増加を見込みました。改善点の一つ目には相談窓口の場所、

二つ目には相談時間の延長です。 
 まず、一つ目の相談窓口の場所についてですが、表１に記しております場所は常に多くの学生が行き

交う場所で、そこを相談窓口としていました。ただ、そのような場所では気楽に簡単な質問であれば出

来ますが、人に聞かれるのはどうも、というような内容についてはなかなか聞きにくい側面もあります。

そこで、本年度は従来よりもやや目立たない場所に相談窓口を設置しました。 
 次に二つ目の相談時間の延長についてですが、従来は昼休憩の時間帯のみとしていましたが、ゆっく

りと相談したいという要望もあるのでは、という配慮から開設時間をピア・サポーターの授業のない時

間を調整し、基本的に九〇分単位で開設することとしました。また、その開設時間は授業開始の九:一〇
から一八:〇〇の間のピア・サポーターの空き時間としました。実施期間は、平成二二年四月七日（水）
から四月二三日（金）の約三週間実施しました。実施日数は、のべ一二日間でした。 
 以上のような変更の結果、本年度は二一名の新入生が相談窓口に訪れました。その相談内容の分類は

以下の表２に記しました。 
 
表２ 相談内容 相談内容の分類（平成二二年度実施分） 

 履修関係 大学生活関係 資格関係 日常生活関係 その他 
件数 ８ ４ ３ ３ ３ 
例 ・卒業単位につい

て 
・教養科目の履修

単位数 
・履修登録システ

ムの使い方 

・プリントのまと

め方 
・テキストの買い

方（プリントの見

方） 

・小学校の資格科

目について 
・教員採用試験に

ついて 

・アルバイト・ボ

ランティアにつ

いて 
・一人暮らしにつ

いて 

・TOEIC につい
て  
 他 

 
 相談内容としては、やはり履修関係が多いことが分かります。高校とは異なり、授業を自らが組んで

行く、時間割を作ってゆくということに不慣れなせいであろうと思います。これまでも同様の新入生を

対象としたアンケート調査を行ってきましたが、相談内容の点では年度ごとに大きく変わることはあり

ませんでした。 
 今年度のピア・サポートの実施に関して、新入生の目線で評価が出来るであろうということから、ピ

ア・サポーターにもアンケート調査を行っています。その結果を表３に示しています。 
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っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結

果
を
上
の
表

３
に
示
し
て

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
は
、

上
記
五
項
目

に
つ
い
て
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の

内
、「
場
所
」

に
つ
い
て
は

目
立
た
な
い

場
所
で
あ
る

こ
と
が
良
く
な
い
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
の
実
施
主
体
で
あ
る
学
生
生
活
支
援
委
員
会
の
ね
ら
い
が
、

学
生
目
線
か
ら
す
る
と
、
ね
ら
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
新
入
生

に
近
い
存
在
で
あ
る
だ
け
に
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
学
に
於
け
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
は
以
上
に
記
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
既
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、
年
間
を

通
し
た
活
動
で
は
な
く
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た
導
入
時
期
に
限
定

し
た
も
の
で
す
。
高
校
生
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
大
学
生
へ
と
移
行
し
て

ゆ
け
る
よ
う
、
ま
た
大
学
生
活
に
も
馴
染
め
る
よ
う
に
意
図
し
た
も

の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
概
要
を
述
べ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
今
後

の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
柄
の
概
略
を
以
下
に
列
記
し
ま
す
。

新
入
生
の
利
用
時
間
帯
に
偏
り
が
み
ら
れ
た
の
で
、
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
の
負
担
を
減
ら
す
上
で
も
実
施
時
間
帯
を
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
利
用
者
が
四
コ
マ
目
（
一
四
：

五
〇
～
一
六
：
二
〇
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
昼
休
憩
に
実
施
し

て
い
た
昨
年
度
ま
で
の
実
績
を
考
慮
す
る
と
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
時
間
帯
は
昼
休
憩
か
ら
五
コ
マ
（
一
二
：
二
〇
～
一
八
：

〇
〇
）
の
間
に
実
施
す
る
の
が
効
率
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
教
科
書
を
買
い
に
来
る
新
入
生
や
学
習
支
援
室
と
の
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
書
籍
売
店
前
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
の
意
見
を
踏
ま
え
る
と
、
来
年
度
の
実
施
場
所
に
つ
い
て
は

 
表３ ピア・サポーターへのアンケート結果 

研修会の時期の適切さ
はい いいえ どちらともいえない 無回答
18 0 0 1

研修会の内容について
わかりやすい 難しい どちらともいえない 無回答

17 1 1 0

ピアサポート の実施時期（ 4 /5 ～4 /2 3 ） の適切さ
はい いいえ どちらともいえない 無回答
19 0 0 0

ピアサポート の実施期間（ 約3週間） の適切さ
はい いいえ どちらともいえない 無回答
18 1 0 0

場所（ 紀伊國屋前） の適切さ
はい いいえ どちらともいえない 無回答

2 12 5 0  

 アンケート内容は、上記五項目について行いました。それらの内、「場所」については目立たない場

所であることが良くないと判断していることが窺えます。ピア・サポートの実施主体である学生生活支

援委員会のねらいが、学生目線からすると、ねらいが受け入れられなかったのだろうと考えます。この

ことは、ピア・サポーターが新入生に近い存在であるだけに重要視しなければなりません。 
 

Ⅳ まとめと今後の課題 

 
 本学に於けるピア・サポートの取り組みは以上に記したものです。この取り組みは既に記しましたよ

うに、年間を通した活動ではなく、新入生を対象とした導入時期に限定したものです。高校生からスム

ーズに大学生へと移行してゆけるよう、また大学生活にも馴染めるように意図したものです。 
 しかしながら、これまで概要を述べてきましたとおり、多くの課題が残されていることも事実です。

そこで、今後の課題として考えられる事柄の概略を以下に列記します。 
 新入生の利用時間帯に偏りがみられたので、ピア・サポーターの負担を減らす上でも実施時間帯を再

考する必要があると思われます。本年度の利用者が四コマ目（一四:五〇～一六:二〇）に集中している

こと、昼休憩に実施していた昨年度までの実績を考慮すると、ピア・サポートの実施時間帯は昼休憩か

ら五コマ（一二:二〇～一八:〇〇）の間に実施するのが効率的と考えられます。 
 次に、教科書を買いに来る新入生や学習支援室との相乗効果を期待して書籍売店前で実施しましたが、

ピア・サポーターの意見を踏まえると、来年度の実施場所については再度検討する必要があると思われ

ます。また、学内 LAN での掲示、相談用ブース付近と学生サポート課の掲示板にポスターを掲示する

だけでは周知方法として不十分であった可能性も考えられます。各学科の掲示板にもポスターを掲示す

る等、周知方法を改善する必要があるかもしれません。 
 相談窓口の開設期間及び時間については、オリエンテーションセミナーについての相談ができるよう

にとの配慮から今回の実施期間を設定したのですが、相談内容をみると設定意図とは異なるもので、オ

リエンテーションセミナーについての相談はありませんでした。オリエンテーションセミナーについて

の適切さ

表３　ピア・サポーターへのアンケート結果
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再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
の
掲
示
、
相
談
用
ブ
ー
ス
付
近
と
学
生
サ
ポ
ー
ト
課
の
掲
示
板
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
だ
け
で
は
周
知
方
法
と
し
て
不
十
分
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
学
科
の
掲
示
板
に
も
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
す
る
等
、
周
知
方
法
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。相

談
窓
口
の
開
設
期
間
及
び
時
間
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か

ら
今
回
の
実
施
期
間
を
設
定
し
た
の
で
す
が
、
相
談
内
容
を
み
る
と

設
定
意
図
と
は
異
な
る
も
の
で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
相
談
を
主
目
的
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
オ
リ

ゼ
ミ
の
前
後
に
実
施
期
間
を
設
け
る
方
が
、
今
回
実
施
し
た
期
間
と

は
ま
た
別
に
設
定
し
た
方
が
、
目
的
に
即
し
た
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
生
相
談
室
、
学
習
支
援
室
、
チ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
と
の
関
わ
り
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
引
き
続
き
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
の
線
引
き
が
難
し
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
重
複
し
て
い

る
部
分
も
多
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
こ
ま
で
の
支
援
を
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。過

去
三
年
間
の
取
り
組
み
か
ら
大
き
く
変
更
し
て
、
今
年
度
が
初

め
て
の
試
み
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
ま
た
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
新
入
生
が
少
し
で
も
早
く
大
学
に
慣
れ
、
快
適
な
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
も
形
を
変

え
な
が
ら
、
新
入
生
の
励
み
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。


